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衆議院農林水産委員会ニュース

平成 24.8.1 第 180 回国会第 11号

8月 1日（水）、第 11回の委員会が開かれました。

１ 農林水産関係の基本施策に関する件（農産物貿易（農林水産物等中国輸出促進協議会、ＴＰＰを含む）等）

・郡司農林水産大臣、齋藤内閣官房副長官、佐々木農林水産副大臣及び政府参考人に対し質疑を行いました。

（質疑者及び主な質疑内容）

高 橋 英 行君（民主）

・宇和海等における赤潮被害の状況についてどのように認

識し、どのような救済策を検討しているのか。

・漁業共済の加入促進にどのように取り組むのか。

小 山 展 弘君（民主）

・ＴＰＰ交渉は協定発効後数年間交渉内容を秘匿扱い

すると言われているが、秘匿の対象は何か。

・津波被災地で、工場・住宅の建設を促進するために農地

転用を求める要望があるが、農地法・農振法を弾力的に

運用すべきではないか。

・原発事故に係る風評被害の影響等で今年の茶価が低迷し

ているため、お茶の振興に関する法律等に基づき十分な

支援を講じるべきではないか。

小 里 泰 弘君（自民）

・民主党有志議員の勉強会とされる農林水産業輸出産業化

研究会の第５回会合で中国側から常設展示館設置の提案

があったが、李春光元駐日中国大使館一等書記官は同席

していたのか。

・李春光一等書記官発鹿野農林水産大臣宛文書（2012年２

月 24日付）を根拠に、展示予定品目を検疫不要として輸

出することとした行政判断は妥当と言えるのか。

・平成 24年４月 10日付官房長名の幹部職員宛文書「中国

常設展示館事業の推進について」で、法的拘束力がない

としている副大臣の覚書等を根拠として職員を指導する

ことについては矛盾はないか。

２ 株式会社農林漁業成長産業化支援機構法案（内閣提出第 20 号）

・郡司農林水産大臣から提案理由の説明を聴取しました。


